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経穴は点ではない 。 皮膚感覚は物語る 。
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経穴は人体上に配列し経脈 ・ 絡脈を通じて気血

を整え扶正怯邪し成実を調殺する刺激点である

いいかえれば疾病の治療と他康を増進させる刺

激点である 〔黄" 1982) 

経穴は全身tζ広 く分布し経穴上の正穴は四肢末

端では分布密度がおい

経穴の数は十四経絡上の正穴370穴 ( WH 0" 

1 984) 以外 IC経絡上の奇穴，阿是穴が知られt さ

らに乙 れに新穴が加わると無数にある

要するに経穴は皮膚仁の至ると ζ ろに存在する

といえる ただし凡ての経穴が活動(活旭化)し

ているとは|現 らない つまり経穴の活動は固定さ

れておらず!機能的IL変動している

また，経穴の名祢とt'l唯部i立については最近日

本経穴委員会が59極類の古文献を検討し ，その位

置の歴史的変遷を経穴集成"(1987 ) としてまと

め発刊している ζれによる と素間 霊収に記載

されない経穴がその後の変遷の過程でかなり加え

られている 乙と がわかる ま た 宵来より鎖灸臨

床では経穴。奇穴以外K阿是穴もよく活用 され 。

これらの部üLIC対する刺録手技もよく発達してい

る(尾崎" 1987) 

と ζ ろで経穴は戸、ではなく函fåある いは体積を

も って位超しているのではな L、か従って経穴の

大きさと刺入点とが問題になる

本論文においてはわれわれの生理年的な実験か

ら理解し得た経穴の概念と怠義を述べる

また， 体性感1't特 IC皮T，f)感覚の知見を参考 IL し経

穴の概念、を明確化して貰いたい ζのこと托止っ

て経穴の特異性が明らかにされ!錨灸医学の科学

化への第 歩が期待される

I 経穴は点なのか面積あるいは体穏をもって

いるのか?

芹沢5} (1960) によると皮電点と経穴の関係を

調べると 1 一つの経穴の周り半怪 l 叩の範困内に

1& ~~~ 1 0例の皮這点(直径O .5mm ) が証明された

( l'き11 ) 乙の所見からみると経穴に対応するの
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図 1 経穴と皮電点

上図は端[閣のß(屯点下図は尺沢の皮 'dl点 A. 
B. C は何れも皮i~点を示す(芹沢. 1960) 

は一つの皮LEd占、でなく皮電点群である しからば

経穴は面積をも っているはずであるが，乙の点が

明確でない(高橋6} 1969) また図 1 1<: よると

福繍よりも尺沢の方が経穴の面積が大きいはずで

ある また経穴の週間変動も記載されているが。

経穴の図式表現は何れも占UC近い 要するに I 以

上の所見から経穴が点なのか而稲をもっているの

か明らかでない 他方図 2 の回結部は明らかに体

績をもっている (Mann" 1977) 

今日の感覚生~I!学の知見からは J ヒトの皮I1守の

感覚点のうち，触(マイスヰ ノレ小体) .圧(メノレ

ケ Jレ触絞)は点lζ近い(図 3 A , 日 〉 乙れIC対

臣滑
脂肪

重さz会主室
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図 2 皮下と筋肉の硬結部 ( Mann . 1971) 

国 3 ヒト手輩の感覚点と感覚受容野

- ",! 

" 

A 制点 B 圧点， C 仮動感覚受容野， D ，皮!日

を定方向iζとすると感ずる感覚の受容野 (Johan 

sson ら， 1 9幻)
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し振動感覚 (パチニ 小体)や皮府を一定方向に

こす る と感ずる感党(ノレフィニー小体)は方向性

をもち広い面積をもっている その場合ほぼ中

央附近の凶値が品も低い(凶 3 C , 0 の黒点，

Jo ha nsson ら 81 1983) 

以上の所見から経穴が何れの 力 テゴ リ ー に属す

るのか即断する乙とは困難であるが，続穴部1 1:

致して硬結 ， 庄括jがよくみられるという ζ とであ

れば少くとも而結あるいは体約をもっと恩われ

る しかし i 現実にはその大きさ ! 局在性さらに

深さなど経穴の大きさに倒する定自的デ タ が

得られていないのが現状のようだ

[J 経穴とその周辺部の鍵の条件刺激効果は ，

ほほ同じである

A 皮膚感覚は抑制される

使用した経穴は合谷， 外|矧なとで 経穴の条件

刺激としては直刺 (筋刺激〕あるいは皮内錨を用

心、 fこ

111 感覚点は減少する

皮脂上の感覚点特に桁点， 触点の数が減少し

た すなわち経穴への条件刺激によって感覚点の

活動は抑制される(小林 ら叫 1979 ;須永 ら'"

1980 ;前 LlI ら'" 1987) 

121 二点融合野は拡大する

触，庄の二点刺激を一点と感ずる最大の二点間

距離を測定すると二点画I!合感覚が得られた(図

4) ζ の二点融合!野は経穴への条件刺激Kよっ

て拡大した(前山 ら 12. 1" 1982. 1984) すな

わち二点、弁別機能が抑制される

以上の所見は経穴への鍬の条例 刺激であるが!

経穴と同ーまたは隣接のJ土府分節や筋分節内の非

経穴部を錨刺激しでも抑制l現象がみられ本質的な

相違はなかった

B 皮閣の振動刺激によ っ て誘発される指屈曲

反射は抑制される

鍛の条件WIJ激 ILよって開口反射，尾逃避反射な

どが抑制される われわれは手当主の仮到J刺激 IL よっ

て示指K誘発される指廊IlIJ反射を指標として誠の

条件刺激効果を経穴と非経穴で比較検討した 経
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図 4 二点融合野の測定部位 ( A ) と鏡町条件刺激に

よるニ点融合野の蛇大 ( 日. C) 

日。 C の実線は対照 破線は錨条件刺激後の鉱大

を示す(前山ら， 1984) 

穴(合谷 外側)は直径約10四の円 と仮定 L ，非

経穴の刺激はとの門の外側で経穴と同一あるいは

隣接の皮府分節で行った

合谷Kついて鎖の条件刺激(皮内鎖，直車Ij)を

すると屈曲反射は10-30分聞に亘って抑]制された

(尾崎ら...， 1 98-1; 浅田ら川 1 985) 乙の反射

を利用して次の所見が得られた

111 合谷内のと ζを錨刺激しても仰制効果IL差

がなかった(図 5 A) 

121 合谷内のみの鍛刺激に比べて合谷と隣接部

との同時鍛刺激をすると抑制効果に加重がみられ

た(図 5 B) 

131 経穴と同一分節 ， あるいは隣接の分節内の非

経穴部の鍛刺激 (直刺J)で も抑制効果に著明な差

が無かった〈経穴の非特典性 l 区1 5 C) 

ただし手の経穴から遠隔部(例えば胸， 腹，背

部)の経穴の鍬刺激では抑制効果は殆んどなかっ

た

以上の惜屈[111反射を指標にして経穴の大きさを
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し ところが痛覚や温度党による皮膚分節の領貯

は小さく限局性である 交感神経系による分節は

上!下肢では自íí記の分節とは甚だしく異なる ま

た分節聞の重なり合いは小さい

以上の皮膚分節以外の筋討 血管になると分

節性がさら iζ短雑で規則性がなくなる しかし 1

乙れらの分節も考えねばならない これらの分節 IC

は多摩の受容器や; 体性と自律神経系カぢ士布してい

る 皮I商受容認は高度に発達したものではなく電

気的，機械的，温度や光線などによって惚維に興

奮する非特異的な万能受容器である 従って鍛灸

刺激効巣の多様性も乙の乙 とに関係深い と考える

経穴の理解には皮府分節なとを含めた脊髄分節

機構が関係しているととは云う までもない その

際 つの脊髄分節 1 数分節にまたがるもの l さら

に分節を越えた部位(例えば脳幹，脳〉の活動が

治療効巣IC与る 経穴刺激効果の理解ICはまず脊

髄分節の立場からの研究が霊嬰であろう

斗+'百l一分自ifj
Ml穴

指屈曲反射に対する経穴と非経穴部田誠実件刺激効果

破線の円または円筒は経穴を~J'す寸了 I 件は抑制効果の大きさを示昔
A 経穴内田誠刺激(点線部) ，上は長さ 5 皿 下は10凹の皮内誠

日 経穴内外の錨刺激

C 経穴と同一ある いは隣接皮膚分節の錨刺殺(浅田ら 1985) 

考えると f直径10回の円よりは大きい しかし経穴

の位置や大きさは何と もいえない 況んや経穴の

もつ特異性については認められなかった

なお銭刺激による抑制効果は経穴あるいは隣接

の非経穴部の皮膚神経を介して脊髄反射中ほが抑

制された結果と考えられる この現象は 般Iê皮

膚抑制としてよく知られて い る CKubota ら J (ì )

1968; Jabbur ら'" 1970) 

若し可能ならば 「 ひびき」 などを指標に し たり

臨床的立場から経穴と隣接の非経穴との錨刺激効

果を比較検討するこ とが望まれる

図 5

経穴の理解には脊髄分節の機構が重要であ

る

経穴刺激 ICは皮筒 I 筋 l 骨， 血管についての脊

髄分節が関係す る 皮間分節は研究法 ICよって甚

だしく相違する 例えば体性感覚系の場合触覚に

よる皮府分節の領野は大きく l 分節聞の重畳が著し

皿
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W 皮膚感覚はここまで判 っ ている

最近の皮肉感覚の卜ピ y クスの中で儲灸 11:関係

する分野すなわち感覚点 と感覚受容野とについて

解説する 経穴はこれらと全く異質の存在であ

るが少しでも経穴の I'n解 11:役立つ 乙とを期待す

る

A 受動的態触による感覚点(冷 ， 温，痛) は

経時的に変化する

皮肉刺激によって触 I 圧痛 1此冷点が古く

から知られている 感}'.t点の惰度は部位によ って

抱i主し また感覚点は経時的 (数分数円) 11:移

動する(図 6 ) 乙 れは感覚点の閥値が変動1 る

結~~である( Dallen bach '" 1 1927; 1日山ら 111

ゆ87 ) ζ の機序としては交感神経作川と l血流の

変化なとがあげられてい る 感覚点より簡維な機

能をもっ経穴にこの織な経時的変化が当然予:tft さ

田富盟時

盟田昌監自

国自
山一
叫図 6 皮膚の冷温!痛点目経時的変化

A. B 冷 温点、は l 叩2 内の分布を示 L ，数字 1

~ 4 は日数で 4 日 間の経 11寺的変化(手背

Da l1enbach , 1 9幻)

C 痛点は 15分， 30分自変化 (前腕部背側 前山ら i

19S� 
.低刷値， Â 中閥{白 ? 園 高凶仙の痛点

10ラ

れ 1 闇値変動による経穴の修勤や新たな出現(活

I'H t ) が身えられる

B 能動的接触によ っ て別穫の皮膚感覚が判か

る

従来の!主的感覚は検者が被検者IC皮脂刺激を与

える乙とによって検討されてきた と ζ ろがわれ

われの日'品生活では単 11:触!圧 痛なとのl主的感

党を知る以外にポ材の材質 ま た形状が円いのか

fl1 があるのか知る乙とができる 乙れは手指の探

宗行動が能動的に行われるか らである (岩村 181

1983) 能動的接触は脳からの運動司令の伝号が

先ずあって これと物体への接触による感党受容

信号との情報が照合される乙とが必須である さ

らに体性感覚野 11:は階属構造も存在する。銭灸師

のJ旨頭感'nがす くれてい る所以はi出動的接触の賜

である

C 皮膚の反復刺激で隣綾部に二次痛覚異常帯

が生ずる

感覚神経上の皮府を反復的lζ電気刺激を 2 分間

試みると!その局所K持続的な痛みを生ずる こ

れを一次絹党過敏という 乙のとき感覚神経の走

行に沿って二次而党過敏帯が中枢側 (8 ~20cm) 

と末梢側 ( 5 ~ lOcm) 1 1:生じ， 30~60分間も続く

また末柿側(JO~15凹) 11:二次街t't低下帯も生ず

る(図 7 A) 

乙の二次痛党過敏':告の脊髄機序としては脊髄後

十Hの隣接した分節内の痛党ニュ ロンが興都性介

在ニューロンを経て興奮性が上昇するからである

(図 7 B) なお痛覚低下帯については記載がな

いが抑制性介在ニュー ロ ンの存在で説明できる

以上は鍛灸刺激Kよる「ひびき J ， r得気J , 

「循経感伝現象J ( propa gat> ng sensation along 

lhe channel , P S C) のf'J!解 1 1: 役立つかも知れ

ない

D 感覚受容野は単一ニューロンの活動を指標

として{皐られる

末梢あるいは中枢神経系ニュ ロンは特定の皮

J I';Y領域を受けもっている ζれを受容野といい!

'11ーニ 2 ーロン活動を指標と して，その興稽ある

いは抑制が得られる皮府領町である(図 8 ) 
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( A ) とその脊髄機摘( 自 )

B の，~\.n-fで囲んだ後flj内ニュ ロノは瓜l布性心 |ニ界を示す (J l a rdy ら， 1950) 
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11 

制撤 2参 l

図 B

受容野

皮膚の触刺激による興奮性受容野を悦明する図

A 皮闘の感覚神経線制iの受容野(破線の門〉

日 中偲神経ニューロンの受容野(融純白栴円}

感覚信号の記録

B 

N, 

N 1_ N 2. N 3 は 3 個の感覚線維。

II 

R 1;1 
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A 
B [\

図 9 触刺激による大脳皮質(体性感覚野) ニュ ー ロンの興奮性受容野とその数

A サル上11査の受容野 ( Marlin ， !錦5)

日 数字は受話野の数(凹肢では 4 cmの幅) ， 体去での受容野は四肢の末端ほとγj、さくなるので

数が多い 組幹では受容野は広いので数が少ない CTowe ， 1975) 

1 感覚受容野の形は lまぼ円形でその面稲は末

梢ほど小さく数も多い

末梢神経の受容肝は点の集合より成り円形であ

る(図 8 A) 中断ニューロンでは円よりは筒円

形となる(図 8 B) 次に受容野の大きさと数で

あるが!大脳皮質ニュ ーロ ンで調べると 般に手

足では末梢部ほど受谷野の面積は小さい(図 9A

Martin'" 1985) また受手宇野の数はネコの前

肢64 後技64 ， 阻幹28 ，首 7 ，尼 7 で総数170個

が片側 j[ あ る (Towe~ 21 1 975. 図 9 B) ζ の

ような分布は経穴の分布密度と暫I似性がある

2 感覚受容野内の刺激部位によ って体性感覚

野ニュ 口 ンの反応の大きさと潜時は異なる

(図10A )

またニュ ロンによっては興干If性と抑制空l より

成る受容野がみつかって い る(図10 B , Mountｭ

castle23) 1968) 乙のような興桁性と抑f!;IJ性の

受容野を問辺抑制l または皮膚 皮脂抑制 Cskin

to skin inhìb i tl o n ) とい う

ζれに対 して皮脂の興奮刊一受容野の下にある深

部組織(例えば筋 I 関節)の刺激によっても興奮

性受容野の活動が抑制を受け る視床中継ニュ

ロンがみつかっている 乙れを深部皮府抑制と

いう ( deep to skin inhi bi tion ， 中浜ら'<1

1966) 

以上のようにニュ ロンの受容野は明確に

定龍つけられ感党判定の電製な基礎にな っ てい

る

3 感覚受容野の形，面積と部位は条件によ っ

て愛化する

受容野は経H 年 Il(J lC ， ま た夫験条件などによって

変わり得る 例えば視床ニューロンの触による興

省性受容野を局所麻酔して感覚入力を遮断すると

新しい受容野が隣接 し た中枢側に直ちに生ずる

〔区I Jl A) 己れはその受容肝を と りまいている

部位を鋭敏化させる ζ とによる その機椛としては
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皮膚の感覚受容野への電気刺激に対する大脳皮質 (体性感覚野)ニ ューロンの反応

A 興!i:l性受容野内外の1 2世!のIIの刺激に対するこュ ロン白反応持グラ フは反対自1'10) l'の受

容野内外の 1 -12の点K同一強度目'i:I1気刺激に対する反応0)大きさを 舷線は 1 -12由 }.IJ，

を刺激したときの反応のtlH且確率，::M線は同じく反応憎時を示す
B 皮府上の興奮性受容野とそれをUHむ抑制性受容野の刺激民主J世るニュ ロンの反応 反対

帥Illiij腕の興奮性受容野ι与えた刺激K対するニ z ーロ ンの反応は周辺の仰制性受容野 lζ 与

えたが働ζよって抑制される E の抑制性受容野への市'1激をやめると興奮性受笹野への事'1
激ι対する反応が再現する (ìvlou川回目le ， 1968) 

図1 0
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図11 興奮性受容野の変化

A 触刺激ιよる視床中継骸ニューロンの輿音性受容野(黒)の感1z入力を局所麻酔薬で遮断

すると新しい受容野 (点)がlL: gj-j一る(中浜ら， 1966) 

日 脊髄後向'xiV J目白広作動域ニューロンの受容野の変化

左は対i附 右は脊髄上位の冷却後の変化を示す 1 触と痛み刺激ιよる興奮性受容野

2 触刺激による開瑚1f'Þ.痛み刺激Kよる興続性受容野 3 触刺激による抑制性受容野

C Hillm an ら， 1969) 

興奮性受容野からの抑制作悶の解放説 f あるいは

闘下縁の出現説がある(中浜ら") 1966) 

またネコで脊髄後角ニューロンの蝕~痛み受容

野は上位脊髄を冷却すると受容野が複雑に変化す

る(図1 1 日) とれは脊髄より上位中躯 ( I þ 脳〕

からの抑制性信号の遮断に基因する(Hillman 

ら 2 幻 1 969) もちろん薬物(ストリキニーネや

ピクロトキ γ ン)の注射によって受容野の拡大や

縮少がみられる またパノレピターノレ麻酔では受容

野全体の而秘は変らないが，関!直の変動が起 E る

場合もある

E ヒトの感覚受容野 (認知野) は単一神経線

維の刺激によ って得られる

ヒトで末梢神経束へ微小金属電極(直径 1-

5μm) を車IJ入 して単一神経線維を刺激すると支配

皮脂上に投射される感覚が生 じ ，その分存も←定

である .ιれは動物で得られる感克受容野と機能

的iとほぼ同 であるが。ヒトの知覚を判定基準と

するので特に認知野という(図 J 2 , T�ebj�k 

G'"' 1983) もちろん刺激を強く すると近傍の

神経線維が興奮して異なる感覚が日I Jの皮胸部位に

生ずる ζの方法による刺激と記録によって正常

人の神経活動の様式が明らかとなり 1 さら IC神経

疾忠へ応用される E とによって病態生J!Jlが明らか

にされている(宮岡ら") 1981) 
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図12 ヒ卜の認知野
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正中神経へ微小金属屯極を刺入して刺激を強めて

ゆくと 1 先ず l の部{立に触 ， 21ζ庄， 3 '"触， 4ι 
車IJす痛み ， 5 と 61"痛み 71己圧， 81と痛みの感覚
を生ずる (Törebjörk ら， 1983) 

ζ の微小電極法Iζ よって誠淡の作問機芋の解明

への応用が望まれる

V お わ り に

生理学的には皮/，'J上の凡ての部位がいわゆる経

穴になり得るのではないか また感覚点や圧反射

などの刺激闘値が宮H位によって相違する乙とや関

値の経時的変動がみられる このことより特定の

皮尚部位が生母学的に，また臨床的により有効な

刺激部位(つまり経穴〉となり得ることがあって

も不思議でない

経穴1<:該当すると恩われる皮的感覚(感覚点，

感覚性受容野)の生理学的所見と比較検討するこ

とによって。少しでも経穴の機能的解明がなされ

る ι とを期待する また経穴刺激K さい してその

位置 j 部位さらに刺激条件を明確にすることに

よって個人差のない再現性の高い治療が矧待でき

ると思うが如何であろうかつ ζれらの附進Kよ っ

て誠灸医学の科学化への一つの足がかりが得られ

る乙とを望む

稿を終る/<:当たり御教示いただいた東洋医学基

礎教室尾崎昭弘助教授に深謝する
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